
（2） 令和7年5月1日発行議 会 だ よ り

53件の市長提出議案を審議しました。
採決の結果は３ページの議決結果一覧表を、各議案への質疑は
４～10ページを、討論は10ページをそれぞれご覧ください。

市長提出議案

新年度の市政と教育行政の方針が示されました。
これらに関する代表質疑は４ページをご覧ください。

市政方針
教育行政方針

■  確かな学力の育成
■  豊かな心と健やかな体の育成
■ 多様なニーズに対応した教育の推進
■ 教育の質を高める環境の充実
■ 学びを支える教育環境の整備・充実
■ 家庭・地域の教育力の向上
■ 生涯学習活動の推進
■ 文化財の保存と活用

■  子育てが動く　　　　　　　　■  教育が動く
■  経済・財政が動く　　　　　　■  くらしが動く
■  市民の安心・安全へ動く

＊計数は、それぞれ四捨五入しているため
　計が一致しない場合がある他、
　5千万円未満の場合は0億円と表しています。

令和７年度の予算額　　　　　　1369億7千万円（前年度比86億２千万円増）
特別会計と合わせた予算総額　　2270億7257万7千円

令和７年度一般会計予算　議案第37号

義務的な事業や継続事業の他、地域経済と市民の暮らしを切れ目なく支えるため、年度当初から対応すべき事
業に要する経費を計上

　今後の更なる少子高齢化の進行や、人口減少が見込ま
れる中、川越が持続可能なまちであり続けるためには、
川越の持つ魅力を高め、市民の皆様が安心して生活でき
るまちづくりを進めていかなければならない。
　市民の皆様の意見にまっすぐ向き合い、現場第一主義
で市内各所を見て回り、市民の共有財産である市の情報
を積極的に発信すること、「聴く」「見る」「話す」を
基本姿勢として、「みんなで築くゆたかで安心できるま
ち」の実現に向け、取り組んでいく。

　市の施策の取組と歩調を合わせ、総合教育会議で
の市長との協議や意見交換の機会などを通じて、市
長と意思疎通を図りながら、各施策を全力で推進し
ていく。

歳�入 歳�出

総務費
142億円

民生費
624億円

衛生費
148億円

労働費
2億円

農林水産業費
8億円

商工費
9億円

土木費
104億円

消防費
57億円

教育費
171億円

災害復旧費
0億円

公債費
97億円

諸支出金
1億円

予備費
2億円

議会費
6億円

市政方針 教育行政方針

その他自主財源
53億円

市債
114億円

国庫支出金
252億円

県支出金
100億円

その他依存財源
149億円

市税
612億円

繰入金
44億円

諸収入
46億円

自主財源
755億円

依存財源
615億円

全文はこちらから▶︎▶︎ 全文はこちらから▶︎▶︎


